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エコプロ 2018 同時開催 国際セミナー 

「世界のグリーン公共調達と環境ラベルの最新動向」 
“Current Status of Green Public Procurement and Eco-labelling in the world” 

 

国際市場において、日本の環境技術を用いた製品及びサービスを海外に積極的に展開していくためには、

海外各国のグリーン公共調達及び環境ラベル制度の仕組みや、パリ協定やSDGs 等の国際的な枠組みへの取

組状況について、最新の情報を知っておくことがとても重要です。このため、製品及びサービスの海外展開

に関心がある国内の企業及びステークホルダーに対する情報支援を目的として、グリーン公共調達(GPP)と

環境ラベルの海外専門家を招聘した国際セミナーを開催します。 

本セミナーでは、「2018 サーキュラー・エコノミー・パッケージ」やその中核である「EU プラスチッ

ク戦略」による世界的な影響が注目されている欧州及び GPP と環境ラベルの枠組みが急速に確立されつつ

ある ASEAN 地域、並びに北米を始め世界各国の GPP に活用されている電子機器等の環境評価ツール

「EPEAT」の海外専門家を招き、各国の最新動向を詳しく解説していただきます。 

 

◇概要 

◆ 日時：2018 年 12 月 6 日(木) 13:00-16:00 

◆ 会場：東京ビッグサイト 会議棟 6 階 607・608 会議室 

         〒135-0063 東京都江東区有明 3-11-1 

URL: http://www.bigsight.jp/access/transportation/ 

◆ 主催：環境省、(公財)日本環境協会 

◆ 費用：無料 

◆ 定員：200 名(事前申込制・先着順) 

◆ 言語：英語(日英の同時通訳あり) 

 

◇申込方法 

参加料無料、事前申込制（先着順）となっております。参加を御希望の方は、以下の申込フォームより登

録をお願いします。https://www.ecomark.jp/info/event/entry/ 

※申込受付の処理が完了し次第、参加証として申込受付のメールを返信いたします。参加申込は、 

定員に達し次第締め切らせていただきますので、予めご了承ください。 

 

  【お問い合わせ】 

(公財)日本環境協会 エコマーク事務局 事業推進課  

電話:03-5643-6255 FAX: 03-5643-6257 E-mail:seminar@ecomark.jp 

 

セミナー案内ページ 

URL: https://www.ecomark.jp/info/event/seminar_ecopro2018.html 
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◇プログラム    ※プログラムは予告なく変更される場合があります。 

13:00-13:05 開会の挨拶 

13:05-13:20 [話題提供] 

『世界のグリーン公共調達と環境ラベルの概要』（エコマーク事務局） 

13:20-13:50 [世界のグリーン公共調達と環境ラベルに関する優良事例と最新動向] 

講演①『EPEAT とアメリカのグリーン公共調達』 

Ms. Nancy Gillis（Green Electronics Council（GEC）） 

13:50-14:20 講演②『ベトナムのグリーン公共調達と環境ラベルの最新動向』 

Mr. Le Hoai Nam（ベトナム天然資源環境省（MONRE）） 

14:20-14:30 [休憩] 

14:30-14:50 [日本の事例紹介] 

『世界の環境ラベルに対するリコーの取り組み』 

佐藤 多加子氏（(株)リコー） 

14:50-15:20 講演③『EU のグリーン公共調達と環境ラベルの最新動向』 

Ms. Kristine Dorosko（欧州委員会（EC）） 

15:20-15:55 講演④『イタリアのグリーン公共調達と環境ラベルの最新動向』 

Assistant Professor. Tiberio Daddi, PhD Researcher Fabio Iannone 

（Institute of Management, S.Anna School of advanced studies（サンターナ大

学）） 

15:55-16:00 閉会 

  

◇アクセス 

東京ビッグサイト 

東京都江東区有明 3-11-1 URL: http://www.bigsight.jp/access/transportation/ 

■ りんかい線 「国際展示場」駅下車 徒歩約 7 分 

 ■ 新交通ゆりかもめ 「国際展示場正門」駅下車 徒歩約 3 分 
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◇講演者のプロフィール 

 

 

Ms. Nancy Gillis, Green Electronics Council, CEO（グリーンエレクトロニクスカウンシル CEO） 
2016 年 3 月、GEC の CEO に就任。公共および民間部門の双方において、持続可能性を活用した競

争力の向上やリスク管理、イノベーションの促進に関する専門家として 20年以上の経験を有する。

GEC の CEO 就任以前には、米国連邦政府の調達機関である米国連邦調達庁（GSA）において、連邦

政府調達における持続可能性に係る基準と環境ラベルの導入と活用促進を担う連邦サプライチェ

ーン事務所の担当責任者を務めたほか、国際的監査法人で総合コンサルティング会社であるアー

ンスト・アンド・ヤング社（EY）にて Fortune 100 企業に対する持続可能な調達マネジメントや責

任あるサプライチェーン構築を支援するグローバルリーダーを務めた経歴を持つ。 

 
 

Mr. Le Hoai Nam, Director, Department of Environmental Quality Management, 
Vietnam Environment Administration (VEA), Ministry of Natural Resources & Environment 
(MONRE)（ベトナム天然資源環境省 ベトナム環境総局 環境品質管理課 課長） 

現在、天然資源環境省ベトナム環境総局の環境品質管理課長を務める。ベトナムにおける環境政

策に 23 年以上携わっており、環境影響評価をはじめ公害・汚染対策、廃棄物管理、環境再生・

修復などに取り組み、現在は環境ラベル「ベトナム・グリーンラベル」の責任者も担当している。 

 
 

Ms. Takako Satoh, RICOH Company Ltd.（㈱リコー サステナビリティ推進本部 環境推進室 審

議役） 
1987 年入社。画像機器製品の設計業務を経て、1999 年に環境部門（現サステナビリティ推進本

部）に異動、環境経営の実践を始める。環境経営の４本柱として、温暖化防止分野・省資源分野・

汚染予防分野・生物多様性保全分野を掲げ、各分野に方針、目標を設定し、製品・事業（工場、

オフィス）の環境負荷低減を推進。温暖化防止分野・省資源分野では、2030 年・2050 年の環境

目標を設定し、目標達成に向けてリコーグループ拠点の脱炭素活動、新規投入資源の削減を行う

資源循環活動を強く推進している。 
 
 

Ms. Kristine Dorosko, European Commission Directorate-General for Environment, 
Policy Officer EU Ecolabel(欧州委員会環境総局、EU エコラベル担当官) 
Kristine Dorosko氏は、EU エコラベルの宿泊施設サービス、洗剤、ヘアボディ製品など

の製品グループを担当するなど、持続可能な生産をテーマとした取組に深く関わっている

ほか、サーキュラーエコノミーにおける欧州プラスチック戦略の策定にも携わった。ま

た、ラトビアが欧州連合理事会議長国を務めた際、国際環境問題の分野においてラトビア

代表団の一員として携わった経験も持つ。 

 
 

PhD. Tiberio Daddi, Assistant Professor Corporate Environmental Management at S.Anna 
School of Advanced Studies(サンターナ大学 企業環境マネジメント 助教授)) 

Tiberio Daddi 氏は、イタリアのピサにあるサンターナ大学の企業環境管理の助教授を務めるかた

わら、環境マネジメント、サーキュラーエコノミー、グリーン消費と生産の分野について、イタ

リア国内に限らず欧州域内を対象としたプロジェクトに多く参加している。 

 
 
 

PhD. Fabio Iannone, PhD Researcher, Sustainability Management at S.Anna School of Advanced 
Studies(サンターナ大学 企業環境マネジメント 博士研究員)) 

Fabio Iannone 氏は、ピサ・イタリアにあるサンターナ大学の持続可能性マネジメントの博士研究

員である。環境マネジメント、サーキュラーエコノミー、企業の社会的責任の分野において欧州

および国家プロジェクトに参加しているほか、現在は、GPP を導入・実施するための課題とその

対策を中心とした研究活動に取り組んでいる。 
 


